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8. 教科書

なし

9. 参考書

       　なし（講義中に適宜紹介する）

10. 科目の学習目標

起業アイデア想起
起業事例1

起業の基礎知識について、その概要を説明できる。
創業時の経営について、その概要を説明できる。
創業事業について、その事業戦略や運営について、その概要を説明することがで
きる。

創業時の経営から、継承及び廃業に至る事業体の運営について、その概要を説
明できる。

起業シミュレーション３（演習）
継承事例
事業継承シミュレーション（演習）
廃業事例
事業廃業シミュレーション（演習）
起業プラン検討会１
起業プラン検討会２
評価会

6. 科目の目的・概要

本科目では、ICT関連企業を基本モデルとして、起業の具体事例や基礎知識を学ぶ。起
業に際しての経営の基本とともに、廃業や撤退に際しての対応方法についてもその事例
を用いて学ぶ。
各単元では、先ず講義で事例や基本的な考え方を学び、続いてそれらを基本としたモデ
ルを検討する演習を行う。

7. 授業概要

オリエンテーション

矢野 孝一 (Takakazu Yano)

4. 開講期

春3期

5. 履修要件(前提科目)・重要情報

なし。
ただし、「ICTビジネス戦略論」を受講していることが望ましい。起業にあまり関心のなかっ
た人も、「企業内起業」や「社会課題解決」の基礎知識として受講を推奨する。

起業シミュレーション1（演習）
起業事例2
起業シミュレーション２（演習）
起業事例３
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1. 科目コード

1298

2. 科目名

M51: 起業特論

3. 担当教員



期末試験 小テスト レポート 発表 成果物 その他
〇
〇
〇 〇
〇 〇

0%

1 A

2 A

3 A

4 C

11. 本学の教育目標と科目の学習目標との対応

教育目標 学習目標
高度ICT

スキルの修得

    職業倫理の修得

12. 評価方法と配点

学習目標 達成度評価方法と配点

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

その他

配点

13. 評価基準

講義内で学習し検討した内容を理解し、整理できていること。事例に
沿った自身の想定した計画が、論理的且つ戦略的に記載されているこ
と。

起業から継承もしくは廃業に至る経緯を想定した、事業計画を起案でき
ること。

受講者の発表を理解し、評価を行うこと。　講義を振返り、必要な項目に
ついてコメントを提出すること。

14. アクティブラーニング（A:行っている   B:やや行っている   C:行っていない）

授業時間全体に占めるアクティブラーニングの時間的な割合

授業で得られた知識や技能を活用し、出題された問題を解いたり、課
題に取り組むなど能動的学習を行う

グループワークで課題に取り組み、学生同士が自由に発言することで
何らかの課題に取り組むなど能動的学習を行う

能動的学習の成果を発表し、そのフィードバックを得て自ら主体的に
振り返り、学習効果を高める

学生自身が主体となって、授業における学習の方向性を定める

実行 (1), (2)
前に踏出す力 (3), (4)

期末試験

小テスト

レポート

発表

成果物

人間力
（＝探究力）

の修得

自ら社会における
課題を発見し、
解決する力

社会人基礎力 考え抜く力 (3), (4)
チームで働く力 (3), (4)

(6)
(7)
(8)

専門知識および業務応用力
基礎的素養

自ら強みを磨き続ける力
課題設定 (1), (2)
仮説立案 (1), (2)
仮説検証 (1), (2)



(講義60分、演習30分)

(演習90分)

紹介された起業の事例を参照に、起業計画を策定する。

　１．起業計画の検討（GW）
　２．事業計画書の策定
　３．発表とディスカッション

(講義60分、演習30分)第７回　起業事例３

起業事例の紹介

　１．プレゼン
　２．グループディスカッション（GW）

起業事例の紹介

　１．プレゼン
　２．グループディスカッション（GW）

第４回　起業シミュレーション１（演習） (演習90分)

紹介された起業の事例を参照に、起業計画を策定する。

　１．起業計画の検討（GW）
　２．事業計画書の策定
　３．発表とディスカッション

第５回　起業事例２ (講義60分、演習30分)

起業事例の紹介

　１．プレゼン
　２．グループディスカッション（GW）

第６回 　起業シミュレーション２（演習） (演習90分)

受講者数が極端に少ないときは、開講しない場合があります。

16. 授業計画

（注）授業計画は、あくまでも予定であり、実施時に、適時、追加・変更・修正等が生じる場合があり
ます。

第１回　オリエンテーション

授業の概要と、導入部の説明を行う。

　１．オリエンテーション
　２．起業計画と事業計画

第２回　起業アイデア想起

起業計画、事業計画の策定

　１．事業案の検討（GW）
　２．計画策定

第３回　起業事例１ (講義60分、演習30分)

15. 備考



第１５回 　評価会 (演習90分)

講義での学びを整理し、総括レポートを提出する。

　１．ディスカッション（GW）
　２．レポート作成

第１２回 　事業廃業シミュレーション (演習60分、発表30分)

　事業体を廃業する場合を想定し、その対象や方法等について検討し計画を策定する。

　1．計画策定の為の条件設定（GW）
　2．計画の策定
　3.   発表とディスカッション

第１３回　起業プラン検討会１ (発表60分、演習30分)

各自が作成した起業から継承及び廃業に至るプランを報告し、意見交換を行う。

　１．発表
　２．ディスカッション

(発表40分、演習50分)

起業した事業体を継承する事例について学ぶ。

　１．プレゼン
　２．グループディスカッション（GW）

第 １０回　事業継承シミュレーション (演習60分、発表30分)

起業した事業体を継承する場合を想定し、その対象や方法などについて検討し計画を
策定する。

　１．計画策定の為の条件設定（GW）
　２．計画の策定
　３．発表とディスカッション

第１１回 　事業廃業の事例を学ぶ (講義60分、演習30分）

　事業体を廃業する事例について学ぶ。

　１．プレゼン
　２．グループディスカッション（GW）

第１４回 　起業プラン検討会２

各自が作成した起業から継承及び廃業に至るプランを報告し、意見交換を行う。

　１．発表
　２．ディスカッション
　３．評価シート作成

第８回　起業シミュレーション３（演習） (演習90分)

紹介された起業の事例を参照に、起業計画を策定する。

　１．起業計画の検討（GW）
　２．事業計画の策定
　３．発表とディスカッション

第９回　事業継承事の事例を学ぶ (講義60分、演習30分)


